


　　表紙写真説明

「徳川美術館 正面」7/14㈭～9/11㈰ 夏季特別展「信長・秀吉・家康」開催中
提供　徳川美術館

大阪支部 平成28年度 地方部会開催について（ご案内）
（主催）名古屋工業会大阪支部
　　　　　　　　支部長　木越正司（C44）
（幹事）滋賀部会 　部会長　福永忠昭（A46）
　　　　　　　 副部会長　伊藤俊明（M45）

　拝啓　皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。表題の件、今年度は滋賀部会が担
当にて下記の通り開催することになりましたので、ご案内いたします。関西圏在住の方のみならず、
多くの皆様のご参加をお待ちしております。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

（サブテーマ）“万葉ロマンの地「蒲生野」で、神様について学び、近江牛を味わう”

記
（開催要領）
１．日時・集合場所：平成28年9月17日（土） 10：30  JR近江八幡駅改札口集合
２．部会及び懇親会会場： 
　　　近江牛創作料理専門店「万葉太郎坊亭」電話0748-22-0329
　　　四季折々の日本庭園を楽しめる「来て感動 見て感動 食して感動」の近江牛創作料理店
　　　滋賀県東近江市小脇町654-1（太郎坊宮内） http://www.b-manyo.jp/store/store03.php
３．見学・参詣：勝運授福の神様「太郎坊宮」（正式名：阿賀神社）
　　 ●現在ではプロスポーツ選手を始め、第一線で活躍する企業経営者、政治家、職人、ビジネスマ

ンなど、業種を越えた多くの方々が太郎坊宮の大神様のご利益を仰がれます。
　　 ●展望台からは、東近江市街から遥か鈴鹿の山々までを一望できます。近辺の平野は、古くは

「蒲生野」と呼ばれ、古代王朝貴族の狩場であったといいます。『万葉集』の恋の相聞歌の舞
台ともいわれます。

４．当日スケジュール
　　　10：30　JR近江八幡駅改札口集合（送迎バスにて太郎坊宮まで移動約30分）
　　　11：00　太郎坊山中腹参集殿前駐車場到着→徒歩にて約50分太郎坊宮見学・参詣

参集殿にて松井佑一神主様から「太郎坊宮の由緒と神様」のお話を約15分、お聞かせ
いただきます。
参集殿出発→（表参道階段約240段登る）→本殿・展望台→（裏参道下山）→一願成就
社→参集殿前→（表参道階段約300段下る）→成願寺→（階段約200段下る）→会場
（熱中症対策などは各人で対応願います。）

　　　12：00～　地方部会及び懇親会（2時間程度予定、閉会後JR近江八幡駅まで送迎バスにて移動）
５．会　費：当日徴収 会員5,000円（平成25年3月以降の卒業生及び学生は会費2,000円） 非会員6,000円
６．参加申し込み方法

参加を希望される方は、8月17日（水）までに、下記の通りEメール、FAX又は官製ハガキにて
福永忠昭まで申し込みをお願いします。会場などの都合で、先着30名様とさせていただきます
のでご了承下さい。
①氏名、学科、卒年、〒住所、電話番号（固定、携帯）、Eメールアドレス、現or元勤務先、
　送迎バス利用有無、その他連絡事項をご記入下さい。
②福永忠昭Eメールアドレス : tadaaki_fukunaga@e-omi.ne.jp   FAX：0748-55-0878
③福永忠昭住所：〒529-1533 東近江市市子沖町215

７．連絡先電話：福永忠昭 自宅0748-55-0878（FAX兼用） 携帯090－2595－0399
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　一般社団法人名古屋工業会の平成28年度定期
総会、理事会ならびに会員総会が５月21日(土)、
中日パレスにおいて開催された。
　定期総会には、理事長、副理事長、常務理事、
理事、代議員等が出席し、内藤常務理事の司会
で、水嶋理事長が開会挨拶の後、議長となり、
議事録署名人を指名した。内藤常務理事が報告
事項を説明した後、27年度事業報告及び収支決
算案、28年度事業計画及び収支予算案、代議員、
理事の選任について審議され、各議案とも原案
どおり議決され、終了した。
　その後の理事会には理事・監事が出席し、副
理事長の選任と顧問の就任について審議し、副
理事長に橿尾恒次氏、顧問に日比貞雄氏、大橋
照男氏、小田征一郎氏の就任が議決され、終了
した。
　続いて開催された会員総会では、冒頭、27年
度にご逝去された会員物故者86名のご冥福を祈
り、出席者全員で１分間の黙祷を捧げた。
　会員総会は内藤常務理事が司会となり、水嶋
理事長の挨拶、鵜飼学長の会長挨拶の後、定期
総会ならびに理事会で諮られ承認された決議事

平成28年度 定期総会・会員総会 報告
項が報告された。
　次に総会行事として、理事長から叙位叙勲等
表彰者に記念品、母校退職職員に感謝状等、会
員で卒業満70・60・50・40周年を迎えられた方
への顕彰を行った。
　続いて、川村信之(E53)の司会で、㈱豊田中央
研究所リサーチアドバイザー浅野勝宏氏(E53)
から「運転支援システムの変遷─過去の体験を
通じて見える将来像」と題して特別講演をいた
だいた。
　会場を移して開催された懇親パーティーで
は、木越副理事長の司会で森副理事長の挨拶の
後、橿尾副理事長の乾杯の発声で始まり、名古
屋工業大学学生オーケストラによる演奏のな
か、杯を交わしながら和やかに歓談、旧交を温
めた。また、参加された卒業満60・50・40周年
を迎えられました方からお一人ずつ簡単な自己
紹介と近況報告があり、参加者全員が大いに盛
り上がった。最後に、恒例となった学歌「東海
の邦のほまれに」を声高らかに歌い、加川副理
事長の閉会の辞で盛会裡に閉会した。

平成２８年度　定期総会　次第
１．議　　　事
　　（決議事項）
　　第1号議案　平成27年度事業報告及び収支決算案
　　第2号議案　平成28年度事業計画及び収支予算案
　　第3号議案　代議員の選任
　　第4号議案　役員の選任
　　（報告事項）
　　第5号議案　その他

平成２８年度　会員総会　次第
１．理事長挨拶　一般社団法人 名古屋工業会理事長　水嶋敏夫
２．会 長 挨 拶　国立大学法人名古屋工業大学学長　鵜飼裕之
３．報 告 事 項　定期総会での決議事項の報告
４．行　　　事　イ　叙勲受章者に記念品贈呈（5名）
　　　　　　　　ロ　名古屋工業大学定年退職職員への感謝状等贈呈（12名）
　　　　　　　　ハ　名古屋工業大学卒業満70.60.50.40周年の会員への顕彰（328名）
　　　　　　　　ニ　特別講演　　講師：浅野勝宏氏（E53）　㈱豊田中央研究所 リサーチアドバイザー
　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「運転支援システムの変遷─過去の体験を通じて見える将来像」
５．懇親パーティー



－ 2－

　一般社団法人 名古屋工業会 平成28年度会員
総会の開会にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本日は全国からこのようにたくさんの会員の
皆様にお集まり頂き、誠にありがとうございま
す。
　私が理事長を拝命して丸２年が経ちました
が、全学同窓会組織としての役割を果たし、工
業会活動の２つの柱であります「大学支援」と
「会員相互親睦」の諸施策を順調に進めること
ができておりますのも、会員の皆様の多大なご
協力ならびに鵜飼学長はじめ大学教職員の皆
様、関係各位のおかげと深く感謝申し上げます。
　さて、会員総会に先立ちまして先ほど開催し
ました定期総会において、平成27年度事業報告
および決算案ならびに平成28年度事業計画およ
び予算案をご報告し了承頂きました事をここに
ご報告します。
　決議事項の詳細はのちほど常務理事からご説
明しますので、基本的な考え方について私から
ご説明したいと思います。
　工業会は「耀く、ますます耀く母校」を願って、
「大学支援」を事業目的の第一としております。
このあと、鵜飼学長からもご紹介があると存じ
ますが、本年は名工大変革の初年度であります。
　「実践的工学エリート」育成をねらった学科
の再編、６年一貫教育課程の新設等の諸施策が
本格的にスタートする年ですので、我々として
も大いに期待しているところです。
　但し、改革の成果が出るのはまだ少し先の事
になりますので、工業会としては産学連携の窓
口である「名古屋工業大学研究協力会」とも連
携しながら、支援の一層の充実をして参りたい
と思います。
　昨年の工業会活動を少し振り返ってみます
と、何と言っても一番のイベントは11月に開催

した「第一回ホームカミングデー」です。
　当日は、約250人ものＯＢの方近隣の方にご
参加いただき、「工大祭」とも相まって賑やか
に行われました。本日ご参加の方々の中にも、
母校に足を運んで懐かしく思われた方、あるい
は学生達の研究発表を聞いて頼もしく感じられ
た方もおみえになるのではないでしょうか。
　今年も11月3日、文化の日に「第二回ホーム
カミングデー」が開催されますが、ノーベル賞
受賞者のロアルド・ホフマン氏の講演会、演劇
会などの特別企画も計画されていますので、充
分楽しんでいただけると思います。
　今後はこの「ホームカミングデー」を工業会
活動の一つの柱として盛り上げていきたいと考
えておりますので、より多くの方が参加いただ
けるよう、周囲の同窓の方への声かけもよろし
くお願いします。
　工業会の活動の第２の柱は「会員相互の親睦」
です。具体的には、会員の皆さんへのサービス
向上と相互親睦へのお手伝いができるよう、次
のような取り組みを進めてきました。
　昨年初めての取り組みとして、会員の方全員
にカード形式の会員証を発行しました。
　これは名古屋工業会への帰属意識を再認識し
て頂くことが第一のねらいでありまして、皆さ
んのお手元には既に届いていると思いますが、
有効期限を５年とし、今後、住所等の会員情報
の整備・更新にも活用して参りますので、ご協
力をよろしくお願いします。
　この会員証を使って頂くことで、これまで徳

一般社団法人　名古屋工業会
理事長　水嶋　敏夫（Ｍ42）

理 事 長 挨 拶
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川美術館に同伴者１名を含めて無料入場できま
したが、今年度より名古屋ボストン美術館にも
会員ご本人は無料で入場して頂けるようになり
ました。
　現在「ルノアール展」を開催していますが、
これを機会に美術館通いをされたらいかがで
しょうか。
　その他、今年１月発行の会誌「ごきそ」に同
封してお知らせした「上新電機」の特別優待や、
「三井住友トラストロードサービスVISAゴー
ルドカード」の年会費の優待割引等もあります
ので、是非ご活用下さい。
　今後も会員にとってうれしい優待制度は、ど
んどん広げていきたいと思いますので、各支部
でもご検討をお願いします。
　一方で、現状のスマートホンの普及も踏まえ、
工業会のホームページ画面を見やすいように改
善し、大学の動きはもちろん、工業会各支部の
活動や単科会の情報を掲載しておりますので、
ぜひご覧頂きたいと思います。
　会誌「ごきそ」につきましては、昨年よりお
話ししておりましたが、省資源と通信費削減の
観点から、今年の後半より紙での配布をやめて
会員専用ホームページでご覧頂くようにしたい
と考えております。
　電子化を進めるにあたっては、会員の皆様一
人一人のご意向をお聞きする調査も行う予定で
すが、趣旨をご理解の上、ご協力をよろしくお
願い致します。
　次に工業会の会員増強の件ですが、各支部が
積極的に勧誘して下さったおかげで、この２年
で約300人を超える卒業生が終身会員となり、
会員数は１万３千人を超える規模になりまし
た。
　皆さんのご努力に感謝致しますとともに、今
後ともこの活動を根気よく続けていきましょ
う。
　なお、今年３月に学部を卒業した大学生の
90％以上は、入学時から既に工業会の会員であ
り、修士も含めると今年大学を卒業し、社会へ

出た工業会の会員数は約500人となります。
　これから各支部の会員数は毎年確実に大きく
増加していきます。
　これは各支部においても、若返りを図る良い
チャンスだと思いますので、若い人を巻き込ん
で、ますますの支部活動の活性化につなげて頂
きたいと思います。
　さて、今年度の活動の重点でございますが、
今年は、工業会創立101年にあたります。
　次なる100年に向けて、工業会の永続的活動
を実現させるため、「大学改革」をスタートさ
せた母校への支援を的確に実施すると同時に、
全学同窓会としての基盤整備と会員サービスの
さらなる充実を図っていきたいと考えます。
　そのためには、会員名簿の整備・保守方法の
明確化、計画的な財政運営、工業会と単科会お
よび卒業生連携室との連携の充実、工業会館の
耐震化など、課題が山積しております。
　本年はこれらの課題を明確にした上で、課題
解決の下地をつくり上げる年にしたいと考えて
おります。
　皆様の積極的なご提言を頂きたいと思います
ので、よろしくお願いします。
　以上のように、工業会の活動は「大学支援」
と「会員相互親睦」を２本の柱として進めて参
りますが、最後に、母校が行う名工大基金への
ご協力についてお願いがあります。
　国立大学法人である母校が、限りある予算の
中で優秀な学生を輩出し続けるには、卒業生の
皆さんからの直接的な支援も必要です。
　あらゆる機会を捉え、名工大基金への寄付の
ご協力をお願い致します。
　最後になりますが、本日は会員総会の後に豊
田中央研究所　浅野様の特別講演、その後に懇
親パーティーという企画をしております。
　時間の許す限り親睦を深めて頂き、楽しい時
間を過ごしていただきたいと思います。
　本日はありがとうございました。
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　名古屋工業会会員総会の開催にあたり、母校、
名古屋工業大学を代表して一言ご挨拶を申し上
げます。名古屋工業会会員の皆様には、本学の
教育研究活動にご理解、ご支援を賜り、まずは、
厚くお礼申し上げます。とくに、学生の海外派
遣事業、学生の修学ならびに課外活動への支援
などで格別なご援助を頂き、重ねてお礼申し上
げます。また、水嶋理事長をはじめ名古屋工業
会役員の皆様には、常日頃より卒業生連携室、
基金運営などの活動を通じて本学の事業運営を
支えて頂いており、この場を借りて改めて深く
感謝申し上げます。
　さて、名古屋工業大学は、名古屋高等工業学
校、愛知県立高等工業学校の創立以来、様々
な変遷をたどりながら現在に至っています。昭
和24年に新制国立大学としてスタートして以降
は、わが国の高度成長と共に中京地域がものづ
くり拠点として発展するのに伴い、教育におい
ても研究においてもわが国有数の工学系大学と
して屈指の規模を誇るまでに成長してまいりま
した。この間、時代の変遷に対応しながら新学
科を創設、共通一次試験の導入などで入試制度
を変更、また、ドクターコース設置によって大
学院を重点化するなど、教育や研究においてい
くつかの節目がございました。その中でも、平
成16年の国立大学法人化は最も大きな転換点で
した。そして、今年は法人として第三期中期目
標計画期間がスタートする節目の年です。これ
に先立ち、機能強化を目的とした教育改革を断
行して学部と大学院を一体的に再編成し、また、
６年一貫の新教育課程の設置を設置して、今年
４月より新入生を迎えました。学問体系に基づ
きながら社会のニーズに柔軟に対応できる5つ

会 長 挨 拶
国立大学法人 名古屋工業大学　学長
　一般社団法人 名古屋工業会　会長

鵜飼　裕之（F52）

の学科・専攻では、各分野で高度な専門性を有
する実践的な技術者・研究者を育成します。ま
た、６年一貫の創造工学教育課程では、専門的
な軸足をしっかりと築きながら、俯瞰的な視点
と多様な価値観を併せ持ち、技術に新風を吹き
込む創造的な人材を育成していきます。新しく
迎えた学生が産業界、社会の期待に応える人材
として巣立っていくのはもう少し先となりま
す、先輩として彼らの成長を温かく見守って頂
ければ幸いです。
　さて、この教育改革については、これまでも
いろいろな機会にお話ししており、配布資料
にもございますので、本日は、「グローバル化」
と「イノベーション創出」という観点から、本
学の有する研究力の実力と研究機能強化に関す
る取り組みをご紹介いたします。
　ここで、朝日新聞出版が発刊した国公私立大
学における様々なランキング情報（2017年版）
から引用しながら、本学教員の実力の一部をご
紹介したいと思います。
　まず、研究論文の引用度、近年国際比較にお
いてわが国の研究力が低下したと言われている
主要因となっている指数ですが、トムソンロイ
ターという機関の調査データを基にした論文引
用度指数ランキング（2010年～ 2014年）では
工学分野で28位、コンピュータ科学分野で13位、
化学分野では22位という結果になっています。
しかし、論文というのは複数の大学や機関の研
究者との共著として発表されるのが多く、本学
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教員の実力を知るには、論文への貢献度も調べ
る必要があります。その結果、興味深いことに、
自前で獲得した引用獲得率では全国第１位、ま
た、国内の共同研究によらない引用獲得率でも
第２位という結果があります（2012年～ 2014
年）。論文への貢献度において本学の教員が如
何に高い実力を持っているかがわかります。研
究には資金が必要です。そこで、コストパーマ
ンスという観点から見ますと、正味引用１件当
たりの研究費単価（運営費交付金と科研費）で
は下から６番目につけています。ちなみに教員
一人当たりの運営費交付金配分額は調査した国
立大学82大学中81位という位置にあり、本学教
員の論文生産性が如何に高いかを表していま
す。
　このようなデータを総合すると、本学の研究
力を強化し、ランキングにおいても上位を目指
すためには、他の大学、機関、とくに国外の著
名大学との国際的共同研究を組織的に推進して
いくことが必要です。さらに、国プロ研究拠点
の招致、大型競争的資金の獲得によって研究資
金を充実させていくこと。これが学長としての
役割と考えます。
　そこで、昨年、「材料科学」と「情報科学」
のフロンティア研究院という研究特区を設置
し、これらを中核とした「エネルギー」「ライ
フ」「知能技術」などのイノベーション原動力
の創出とグローバル人材の育成をアウトカム
とする統合的研究体制を整備しました。この中
で、外国の著名大学・研究機関から研究者を採
用し、現在、20名を超える研究者が教員として
共同で研究に従事するとともに、英語で授業を
担当するよう教育においても活躍してもらって
います。
　もう一つの研究力の指標は、本学が得意とす
る産学官連携研究です。
先ほどのランキング情報から引用すると、民間
との共同研究受け入れ額において、研究者1000
人未満の大学では本学は断トツの第１位です。

2500人未満においても第５位につけています。
ちなみに本学の教員数は500名未満です。
　今、企業のみならず大学においても開発競争
が激化し、新しいイノベーションの創出が産学
連携に期待されています。しかし、これまでの
ように、大学がシーズを提示し、企業が自らの
ニーズに基づいてマッチングしていく共同研究
では、新たなイノベーションは難しくなってい
ます。そこで、本学では、新しい産学連携モデ
ルの形として、「知の価値」を提供する取り組
みを始めました。大学と企業が一緒になって新
たな価値を創造する将来ビジョンを創り、将来
ありたい姿から現在の状況に向かう「バック
キャスティング」な方向から研究テーマを捉
えていく、今目指しているのはこのような新し
い産学連携モデルです。具体的には、例えば愛
知県西尾市周辺には自動車部品を中心としたも
のづくりの中小企業地域連携体の活動がありま
す。しかし、昨今の産業構造の変化により、生
産が縮小し将来に対する大きな不安がありま
す。そこで、この４月から地域の連携基盤づく
りのお手伝いを信金と組んで行っています。小
さな一歩ですが、「知の価値」を提供してもの
づくりの拠点の活性化に貢献し、地域ビジネス
エコシステム拠点を形成していくことを目指し
ています。
　皆さんの後輩は、ロボコン、鳥人間コンテス
ト、ソーラーカーをはじめ様々な課外活動で活
躍し、元気です。新講堂が７月に落成し、その
お披露目となるホームカミングデーを11月3日
に予定しています。そこでは、ノーベル賞受賞
者のロアルド・ホフマン先生をお招きし、彼の
戯曲を上演するなど、技術だけでなく、名工大
の文化も盛り上げようと考えています。
　名古屋工業大学は、教育と研究の両輪を改革
によってさらに勢いよく回転させ、グローバル
ステージへと踏み出してまいります。皆様のよ
り一層のご支援、ご協力をお願いして、私のご
挨拶とさせて頂きます。
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